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あなたと町政をむすぶ議会情報誌

お正月のお餅つき、おばあちゃんとがんばりました



　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
日

程
で
開
か
れ
た
。

　
人
事

1
件
、
条
例
改
正
3
件
、
請
負
契
約
の
変
更

1
件
、
19
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予

算
5
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
意
見
書

1
件
に
つ
い
て
も
可
決
提
出
し
た
。
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　  下水道処理施設
1355万円を追加し、完成へ
20年4月供用開始

（
要
旨
）

　
滋
賀
県
で
は
、
来
年
度
以

降
の
財
源
不
足
に
対
応
し
、

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の

確
立
と
自
立
型
の
県
政
経
営

を
実
現
す
る
た
め
、
「
新
た

な
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
さ
れ
た
。
こ
の

改
革
の
必
要
性
は
、
本
町
も

十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
け
る
市
町
へ
の
補
助
金

の
見
直
し
は
、
何
ら
協
議
の

な
い
ま
ま
一
方
的
に
補
助
率

を
削
減
し
、
補
助
対
象
を
縮

小
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
つ
い
て
は
、
本
町
財
政
の

健
全
化
と
県
民
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
。

意
　
見
　
書

佐目
地区

12月
定例会
11日～20日

請
負
契
約
の
変
更

完成まぢかの佐目地区下水道処理施設

新
年
の
ご
挨
拶

木 

村
　
晴 

彦

議
　
長

　
町
民
各
位
に
は
平
成
二
十

年
の
す
が
す
が
し
い
初
春
を

一
年
の
計
も
新
た
に
御
壮
健

に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
町
民
の
皆
々
様
が

幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
私
共
、
議
会
活

動
に
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
本
年
も

多
賀
町
の
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
一
層
の
議
論
を
重

ね
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
本
年
は
、
三
月
四
日
告
示
、

九
日
投
票
と
決
ま
っ
た
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
年
に
当
た

り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
方
の
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
各
候
補
者
が

こ
れ
か
ら
の
多
賀
町
の
熱
い

思
い
を
明
ら
か
に
し
、
自
分

の
取
り
組
む
べ
き
方
法
を
訴

え
有
権
者
の
皆
様
の
審
判
を

仰
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
で
は
合
併
話
が
一
旦

と
だ
え
ま
し
た
。

　
「
本
町
の
発
展
に
は
ど
の
よ

う
な
方
法
が
最
善
な
の
か
」

数
多
く
の
難
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　
議
会
の
み
な
ら
ず
各
立
場

で
論
じ
合
い
議
論
し
な
が
ら

多
賀
町
が
住
み
よ
い
、
住
ん

で
良
か
っ
た
町
に
な
る
よ
う

努
め
る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
き
年
の
は
じ
め
に

夏 

原
　
　 

覚

町 

長

◎
佐
目
地
区
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
（
下
水
道
処
理

施
設
）
整
備
工
事

　

1
3
5
5
万
円
を
追
加
し
、

2
億
3
1
7
4
万
円
に
変
更
。

（
曝
気
攪
拌
自
動
制
御
装
置
、

遠
隔
監
視
装
置
、
護
岸
補
強

工
事
の
追
加
な
ど
）

か
く
は
ん

ば
っ
き

19
年
度
補
正
予
算

人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員

　
大
杉

集
治
　
温
子（
再
）

65
歳

◎
一
般
会
計

4
8
8
8

万
円
を
追
加
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

6
9
4

万
円
を
追
加
。

◎
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

2
1
6

万
円
を
追
加
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

2
3
9
9

万
円
を
追
加
。

◎
水
道
事
業
会
計

2
7
2

万
円
を
追
加
。

市
町
へ
の
補
助
金
の

見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
を
県
へ
提
出

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
春

を
寿
ぎ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
年
も
多
賀
町
に
と
っ
て

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
願
う
心
で
「
朝
日
さ
す
我

が
部
屋
に
立
ち
町
民
を
思
う
」

と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
「
偽
装
」「
虐

待
」
「
不
安
」
「
ね
じ
れ
」
の

言
葉
が
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等

で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た

ち
の
多
賀
は
、「
山
蒼
く
水
清

く
心
豊
か
な
多
賀
の
ま
ち
」

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
も
う
少
し
山
村
、

農
村
に
活
力
が
欲
し
い
、
商
店

街
に
も
に
ぎ
わ
い
が
欲
し
い

と
の
住
民
の
声
を
聞
く
に
つ
け
、

明
る
い
展
望
を
開
く
施
策
が

な
い
か
と
日
々
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
年
間
百
七
十
万
人
と
云
わ

れ
る
多
賀
大
社
の
参
拝
客
に

は
、
少
し
で
も
く
つ
ろ
ぎ
、
滞

在
し
て
い
た
だ
く
処
や
お
食

事
処
が
つ
く
れ
な
い
か
、
町

民
皆
さ
ん
と
共
に
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
、
正
に
知
恵
を
出
し
合

い
行
動
を
起
こ
す
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
若
い

世
代
の
知
恵
に
期
待
い
た
し

ま
す
。

　
今
年
は
、
町
長
、
議
会
議

員
の
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
多
賀
町
は
ど
の
様
な

方
向
に
進
む
の
か
、
候
補
者

の
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
発
表
さ
れ
る
の
か
。

町
民
の
皆
様
が
真
剣
に
判
断

さ
れ
、
投
票
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　
私
は

12
年
間
の
永
き
に
亘

り
町
長
職
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一

重
に
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め

議
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
お
蔭
と
衷
心
よ
り
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ち 

び
と
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佐用町庁舎にて研修

平成21年に操業予定の共栄社化学川相水源池視察

　
平
成

19
年
10
月
11
日
兵

庫
県
佐
用
町
に
て
福
祉
行

政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
研
修
し
、現
地
視
察
し
た
。

委

員

会

の

審

議

報

告

総 務産業建設

佐
用
町
に
つ
い
て

　
佐
用
町
は
、
平
成

17
年
10

月
1
日
に
4
町
が
合
併
。
人

口
２
１
０
１
２
人
、
面
積
３

０
７.
５
１
㎢
（
林
野
率
81
％

耕
地
率
6.8
％
）

　
町
内
に
は
、
数
々
の
遺
跡

や
歴
史
的
な
神
社
、
仏
閣
が

あ
り
、
自
然
豊
か
な
町
で
あ

る
。

　
交
通
は
、
バ
ス
路
線
が
全

町
に
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
た

め
多
く
の
交
通
不
便
地
域
が

あ
る
。

　
人
口
は
減
少
傾
向
で
高
齢

化
率
は

31
.
1
％
。
町
内

7
0
0
0
世
帯
の
中
で
老
人

家
庭
は
1
0
0
0
戸
を
超
え

る
な
ど
本
町
と
よ
く
似
た
環

境
で
あ
る
。

高
齢
化
対
策

　
町
内
に
あ
る

3
病
院
の
通

院
に
は
、
巡
回
バ
ス
と
タ
ク

シ
ー
、
そ
れ
に
町
の
ワ
ゴ
ン

車
5
台
で
対
応
し
て
い
る
。

　
利
用
は
、
タ
ク
シ
ー
と
ワ

ゴ
ン
車
は

65
歳
以
上
の
高
齢

者
と
障
害
者
、
バ
ス
は
年
齢

制
限
が
な
く
利
用
目
的
は
、

通
院
の
ほ
か
、
買
物
や
金
融

機
関
な
ど
も
自
由
で
あ
る
。

　
タ
ク
シ
ー
は
年
間
一
人
で

24
回
ま
で
、
通
院
の
場
合
は

36
回
ま
で
可
能
で
あ
る
。

　
外
出
支
援
対
策
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
と
ワ
ゴ
ン
車
の
活

用
方
法
は
本
町
に
も
参
考
に

な
る
と
思
わ
れ
た
。

智
頭
町
に
つ
い
て

　
平
成
の
合
併
は
せ
ず
、
当

面
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
を

決
定
し
、
隅
々
ま
で
手
の
と

ど
く
小
さ
な
自
治
体
を
め
ざ

す
。

　
人
口

8
6
3
0
人
、
総
面

積
2
2
4.
6
㎢
、
高
齢
化

率
33
％
。
町
で
は
ユ
ニ
ー
ク

な
住
民
自
治
政
策
を
次
々
と

打
ち
出
し
、
自
立
の
地
域
づ

く
り
に
向
け
確
実
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

自
立
の
町
づ
く
り

　
町
民
自
ら
が
地
域
の
主
役

と
な
り
、
主
体
的
か
つ
積
極

的
に
地
域
の
自
治
活
動
や
町

づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
実
現
を
図
っ
て
い

く
推
進
が
さ
れ
て
い
る
。

町
づ
く
り
の
手
法

　
町
内
す
べ
て
の
資
源
を
見

つ
め
直
し
、
町
民
全
員
の
参

加
で
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
、

個
性
豊
か
な
知
性
あ
る
町
を

構
築
し
、
新
た
な
活
力
を
生

み
出
し
て
い
く
。

交
流
観
光
が
大
き
な
柱

　
目
指
す
交
流
観
光
と
は
、

町
全
体
を
田
園
空
間
博
物
館

と
し
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
・

環
境
な
ど
先
代
か
ら
引
き
継

い
だ
有
形
・
無
形
の
遺
産
を

住
民
の
心
に
よ
っ
て
蘇
ら
す
、

い
わ
ゆ
る
「
ほ
ん
も
の
」
の

再
現
に
こ
だ
わ
り
、
ま
ち
全

体
を
博
物
館
と
し
て
と
ら
え

た
観
光
の
こ
と
で
あ
る
。

活
性
化
へ
の
取
り
組
み

　
若
者
が
定
住
す
る
活
気
あ

ふ
れ
る
町
を
つ
く
る
べ
く
、

都
市
と
の
交
流
を
軸
と
し
て

い
る
。

　
交
流
事
業
は
、
大
阪
い
ず

み
市
民
生
活
協
同
組
合
と
始

め
、
人
・
物
・
文
化
の
交
流

に
よ
り
、
町
の
活
性
化
と
発

展
を
図
り
、
若
者
の
定
住
に

つ
な
げ
る
と
し
て
い
る
。

質
疑
応
答

　
時
間
外
手
当

　
　
職
員
の
時
間
外
手
当
が

増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
時
間
外
勤
務
を
し
た
場

合
は
、
代
休
を
と
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
る
。

　
職
員
数
の
減
少
と
仕
事
量

の
増
加
と
休
日
の
行
事
が
多

い
た
め
休
み
づ
ら
い
。

　
工
業
団
地
の
操
業
は

　
　
三
和
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
共

栄
社
化
学
の
操
業
見
通
し

は
。

　
　
共
栄
社
化
学
は
、
平
成

21
年
操
業
予
定
。
三
和
シ
ャ

ッ
タ
ー
は
未
定
。

　

一
般
廃
棄
物
広
域
化
事
業

　
　
彦
根
市
に
計
画
中
の
処

理
施
設
に
つ
い
て
、
住
民
に

情
報
公
開
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
計
画
地
住
民
の
感
情
も

あ
っ
て
む
ず
か
し
い
が
、
で

き
る
こ
と
は
公
開
し
た
い
。

　

中
学
校
の
給
食

　
　
保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
と
ら
な
い
の
か
。

　
　
委
員
会
で
検
討
す
る
。

少
子
化
対
策

　
妊
婦
の
前
期
・
後
期
の
健

康
診
査
費
計

3
万
円
、
特
定

不
妊
治
療
費
10
万
円
が
助
成

さ
れ
て
い
る
。

　
町
長
が
婦
人
層
か
ら
の
意

見
を
紹
介
さ
れ
「

10
万
、
20

万
円
の
助
成
金
で
出
産
す
る

こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
」
こ

れ
が
本
音
で
、
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
無
い
よ
り
は
あ
る

方
が
ま
し
だ
と
言
わ
れ
た
。

　
本
町
と
し
て
も
過
疎
化
、

そ
れ
に
男
女
と
も
晩
婚
化
の

流
れ
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
も

む
ず
か
し
く
思
わ
れ
、
や
は

り
地
道
に
宅
地
の
確
保
な
ど

に
よ
っ
て
人
口
減
少
を
く
い

止
め
る
こ
と
が
肝
心
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

問答答 問

問問 答答

新田人形浄瑠璃の館にて研修

県

外

研

修

報

告

高
齢
化
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

12
月
13
日
、
町
条
例
の
改
正
と
平
成
19
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ら
び
に
平
成
19
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

を
審
査
し
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

質
疑
応
答

　
　
富
之
尾
区
が
活
用
す
る

国
有
地
管
理
署
を
購
入
し
て

活
用
さ
れ
る
土
地
は
ど
れ
ほ

ど
か
。

　
　
土
地

1
0
2
1
㎡
と
建

物
85
㎡
。

　
　
森
林
税
・
長
寿
の
森
事

業
の
県
全
体
の
事
業
面
積
は
。

　
　
県
下

3
5
0
0
ha
で
、

3
5
0
0
万
円
。

　
　
川
相
水
源
池
の
夏
の
ト

ラ
ブ
ル
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

　
　
ポ
ン
プ

3
台
の
う
ち
、

2
台
を
交
換
し
、
今
後
1
台

に
つ
い
て
も
改
善
予
定
。

　
　
萱
原
の
配
水
池
の
移
転

計
画
は

　
　
平
成

20
年
度
に
仏
ヶ
後

浄
水
場
の
機
能
ア
ッ
プ
を
行

い
、
後
に
萱
原
配
水
池
に
つ

い
て
移
転
ま
た
は
改
修
を
決

め
た
い
。

　
　
原
水
・
浄
水
の
水
質
検

査
委
託
料
の
増
大
は
。

　
　
県
の
指
導
に
よ
り
検
査

項
目
を
追
加
し
た
た
め
。

問問問 答答答

問問 答答

　

12
月
14
日
、
町
条
例
の
改
正
と
平
成
19
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ら
び
に
平
成
19
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

を
審
査
し
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
平
成

19
年
10
月
10
日
鳥

取
県
智
頭
町
の
総
合
案
内

所
に
て
ま
ち
づ
く
り
と
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
研
修

し
、
現
地
視
察
し
た
。

県

外

研

修

報

告

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

議
会
を
傍
聴
し
て
下
さ
い

次
回
は

2
月
19
日
予
定
で
す
。
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平成20年度予算規模と施策は
35億円規模で

安全安心な暮らしを
ー副町長ー

野 村  吉 晴 議員

県道水谷～彦根線の道路拡幅を速急に
来年度に県道のつけかえ

調査、測量を発注予定
ーダム対策課長ー

藤 本  一 夫 議員

研修先（佐用町）の外出
支援事業を活かせないか

町全体の交通システム検討中
ー副町長ー

若 林  幸 雄 議員

全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
公
表
を

公
表
は
地
域
や
学
校
間
の

学
力
格
差
が
鮮
明
に
な
る

ー
学
校
教
育
課
長
ー

野
村
議
員

　
県
は
、
平
成

20
年
度
財
源

不
足
で
補
助
金
の
廃
止
、
消

滅
な
ど
財
政
構
造
改
革
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
多
賀
町
の
平
成

18
年
度
の

決
算
で
は
、
財
政
調
整
基
金

と
減
債
基
金
へ
3
億
4
千
万

円
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き

た
、
平
成
20
年
度
も
緊
縮
型

を
基
調
に
予
算
編
成
を
す
る

と
思
う
が
、
ど
れ
く
ら
い
の

規
模
で
何
を
重
点
施
策
と
し

て
取
り
組
む
の
か
。

副
町
長

　
県
は
新
た
に
財
政
構
造
改

革
を
策
定
し
た
が
、
財
政
負

担
を
市
町
に
転
嫁
す
る
も
の

で
あ
り
再
考
を
求
め
て
い
る
。

　
平
成

20
年
度
の
予
算
は
、

本
年
を
や
や
上
回
る
35
億
円

と
試
算
し
、
少
子
化
対
策
と

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
施
策

を
考
え
て
い
る
。

藤
本
議
員

　
ダ
ム
工
区
に
な
る
県
道
水

谷
〜
彦
根
線
は
国
道

8
号
線

の
通
勤
時
間
帯
に
は
渋
滞
の

た
め
、
信
号
の
な
い
山
道
へ

と
入
り
朝
夕
は
す
ご
い
通
勤

の
車
で
地
元
住
民
は
大
変
迷

惑
し
て
い
る
。

　
ダ
ム
は
限
り
な
く
白
紙
に

近
い
現
状
で
あ
る
。

　
軽
四
が
対
向
で
き
な
い
箇

所
が
何
カ
所
か
あ
り
、
道
路

拡
幅
を
速
急
に
す
べ
き
で
あ

る
が
今
後
の
計
画
は
。

ダ
ム
対
策
課
長

　
県
道
水
谷
〜
彦
根
線
は
朝

夕
の
通
勤
時
に
迂
回
路
と
し

て
利
用
が
多
く
、
水
谷
区
民

の
皆
様
に
は
大
変
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。

　
県
道
は
ダ
ム
建
設
事
業
と

切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な

い
路
線
で
あ
り
。

　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
橋
梁

設
計
等
は
実
施
済
で
、
来
年

度
に
つ
け
か
え
県
道
の
取
り

つ
け
部
分
の
測
量
等
の
業
務

を
発
注
予
定
。

若
林
議
員

　
町
の
判
断
で
徴
収
さ
れ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
額

は
医
療
費
に
は
足
ら
な
い
現

状
だ
が
、
所
得
割
・
資
産
割
・

均
等
割
・
平
等
割
と
な
っ
て

い
る
。

　
現
在
勤
労
所
得
、
年
金
所

得
が
生
活
の
基
盤
で
あ
り
資

産
割
は
応
能
配
分
と
は
言
え

な
い
。
他
の
保
険
と
の
兼
ね

あ
い
か
ら
も
不
平
等
に
な
ら

な
い
よ
う
見
直
す
時
期
で
は

な
い
か
。

町
長

　
社
会
保
険
は
、
所
得
と
経

済
的
負
担
能
力
に
応
じ
て
賦

課
さ
れ
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
所
得

割
と
資
産
割
が
採
用
さ
れ
て

い
る
が
加
入
者
の
職
業
が
自

営
業
、
自
由
業
、
農
林
漁
業

と
多
岐
で
負
担
能
力
の
正
確

な
測
定
に
困
難
を
伴
う
。

　
平
成

15
年
度
か
ら
大
幅
な

資
産
割
の
減
額
を
図
っ
て
い

る
が
、
今
後
資
産
割
を
な
く

す
方
向
で
保
険
税
率
を
見
直

す
。

若
林
議
員

　
佐
用
町
で
は
外
出
支
援
事

業
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
代
の

半
額
助
成
制
度
が
あ
る
。

　
本
町
も
外
出
不
自
由
な
人

が
病
院
や
買
物
に
行
け
る
シ

ス
テ
ム
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

副
町
長

　
本
町
で
は
現
在
、
民
生
児

童
委
員
か
ら
の
相
談
も
受
け
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
助
成
、
医

療
機
関
へ
の
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
外
出
支
援
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
参
考

に
し
た
い
。
佐
用
町
の
個
別

対
応
型
の
事
例
・
近
隣
の
デ

マ
ン
ド
方
式
的
な
交
通
シ
ス

テ
ム
を
、
住
民
の
意
向
な
ど

を
も
と
に
本
町
に
ふ
さ
わ
し

い
町
全
体
の
交
通
シ
ス
テ
ム

と
し
て
検
討
中
で
あ
る
。

野
村
議
員

　
全
国
の
小
学
校

6
年
生
と

中
学
3
年
生
約
2
2
0
万
人

を
対
象
と
し
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
が
、
4
月
に

43
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
。

　
テ
ス
ト
結
果
の
公
表
と
、

今
後
こ
の
テ
ス
ト
を
教
育
の

改
善
と
学
力
向
上
の
た
め
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　

10
月
に
都
道
府
県
別
平
均

正
答
率
が
公
表
さ
れ
、
滋
賀

県
は
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で
全

国
平
均
を
下
回
り
47
都
道
府

県
で
42
位
と
悪
か
っ
た
。

　
市
町
別
公
表
は
序
列
化
と

な
る
た
め
公
表
し
な
い
。

　
弱
か
っ
た
点
は
細
分
化
し
、

改
善
・
補
強
に
努
め
る
。

芹
谷
ダ
ム
、県
の
不
誠
実
な
回
答

水
谷
の
皆
さ
ん
と
同
じ

気
持
ち
で
交
渉
し
て
い
る

ー
町
長
ー

国
民
健
康
保
険
税
の

料
率
・
体
系
の
見
直
し
を

資
産
割
な
く
す
方
向
で
検
討
す
る

ー
町
長
ー

藤
本
議
員

　
水
没
地
区
住
民
代
表
が
知

事
に
要
望
書
を
提
出
し
た

が
、
相
も
変
わ
ら
ぬ
知
事
の
、

の
ら
り
く
ら
り
の
財
政
難
を

理
由
に
「
今
し
ば
ら
く
の
間

待
っ
て
く
れ
」
で
は
地
元
の

人
々
を
馬
鹿
に
し
た
回
答
で

あ
る
。

　
多
賀
町
と
し
て
今
後
、
い

か
な
る
考
え
を
も
ち
対
処
し

て
い
く
つ
も
り
か
、
町
長
の

考
え
を
聞
く
。

町
長

　
知
事
は
、
財
政
が
危
機
的

状
況
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に

半
年
、

1
年
の
時
間
を
、
と

の
返
答
で
あ
る
。

　
ダ
ム
建
設
以
外
で
の
治
水

対
策
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

を
明
確
に
し
、
粘
り
強
く
早

期
決
断
と
早
期
実
現
を
求
め

て
い
く
。

　
水
谷
の
皆
さ
ん
と
全
く
変

わ
ら
な
い
気
持
ち
で
知
事
と

交
渉
し
て
い
る
。

一

般

質

問

一

般

質

問

町政の

ここが

ききたい

町政の

ここが

ききたい

多賀中学校の授業風景

軽四が対向できない県道
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後期高齢者医療制度の中止、撤回を
高齢者の保険料負担も必要
ー町長ー

ゴミ処理施設候補地の
調査費は問題

専門家が十分検討する
ー町長ー

山 口  久 男 議員

獣害対策協議会の設置と対策は
人間と野生獣との共存共栄を目指す
ー農林商工課長ー

西 澤  義 雄 議員

山
口
議
員

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

住
民
説
明
会
で
の
意
見
や
質

問
の
内
容
は
。

　
保
険
料
が
、
介
護
保
険
料

と
合
わ
せ
る
と
月
額

1
万
円

以
上
と
な
る
。

　
こ
れ
以
上
の
負
担
に
耐
え

ら
れ
な
い
と
の
怒
り
と
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
制
度
の
中
止
、
撤
回
を
含

む
抜
本
的
な
見
直
し
を
、
国

に
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い

か
。町

長

　
説
明
会
で
の
意
見
、
質
問

は
、
保
険
料
に
対
す
る
こ
と

や
老
人
保
健
制
度
か
ら
の
移

行
に
対
す
る
不
安
感
、
何
で

今
さ
ら
老
人
に
新
し
い
負
担

が
増
え
る
の
か
な
ど
。

　
広
域
連
合
議
会
で
保
険
料

率
が
決
定
さ
れ

47
都
道
府
県

で
、
滋
賀
県
は
40
番
目
と
率

は
低
い
。

　
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
均

等
割
の

7
割
、
5
割
、
2
割

の
軽
減
も
あ
り
医
療
制
度
を

維
持
す
る
た
め
、
高
齢
者
に

よ
る
保
険
料
負
担
も
必
要
。

西
澤
議
員

　
獣
被
害
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
国
会
で
も

「
鳥
獣
被
害
対
策
に
係
る
特

別
措
置
法
」
成
立
の
動
き
と

な
り
、
市
町
村
が
主
体
的
に

取
り
組
む
方
向
に
あ
る
。
町

に
も
獣
害
対
策
協
議
会
の
設

置
が
急
務
で
は
な
い
か
。

　
現
在
の
獣
害
対
策
と
被
害

状
況
は
。

農
林
商
工
課
長

　
獣
害
対
策
協
議
会
は
、
今

設
置
の
準
備
を
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

　
被
害
状
況
の
面
積
は
約

21

ha
、
金
額
で
は
5
7
3
万
円

で
あ
る
。

　
獣
害
対
策
と
し
て
、
各
地

域
で
抱
え
る
問
題
と
専
門
家

の
意
見
や
情
報
を
共
有
し
、

意
見
交
換
の
場
を
設
け
た
い
。

ま
た
、
各
地
域
で
の
防
衛
や

実
践
活
動
組
織
を
設
置
し
、

人
間
と
野
生
獣
と
の
共
存
共

栄
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

山
口
議
員

　
町
民
が
利
用
す
る
時
間
帯

の
土
日
夜
間
に
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
管
理
人

の
配
置
が
必
要
で
あ
る
。

　
個
人
利
用
を
な
ぜ
認
め
な

い
の
か
、

4
月
か
ら
値
上
げ

の
影
響
で
利
用
者
が
減
っ
て

い
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長

　
土
日
夜
間
は
個
人
の
利
用

が
ほ
と
ん
ど
な
く
団
体
の
み

と
な
り
、
平
成

17
年
度
よ
り

経
費
節
減
の
た
め
職
員
配
置

を
廃
止
し
た
が
再
検
討
す
る
。

　
使
用
料
の
値
上
げ
後
も
利

用
者
に
変
動
は
な
い
。

山
口
議
員

　

1
市
4
町
の
広
域
ゴ
ミ
処

理
施
設
候
補
地
、
彦
根
市
石

寺
地
区
の
地
質
調
査
費
が
計

上
さ
れ
た
。

　
候
補
地
は
沼
地
で
基
礎
工

事
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。

町
長

　
候
補
地
の
中
で
、
専
門
家

が
十
分
検
討
し
支
持
基
盤
の

浅
い
所
を
選
ん
で
、
地
質
調

査
を
実
施
す
る
。

町道久徳多賀線に歩道と信号の設置を
住民の安全安心の面から県担当部署と検討する

ー建設課長ー

西
澤
議
員

　
国
道

3
0
6
号
線
の
通
学

路
と
な
る
歩
道
が
積
雪
の
た

め
、
車
道
を
歩
い
て
い
る
の

で
危
険
で
あ
る
。

　
町
道
久
徳
多
賀
線
（
広
域

農
道
）
芹
川
右
岸
よ
り
国
道

3
0
6
号
線
間
の
歩
道
の
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
町
道
久
徳
多
賀
線
と
国
道

3
0
6
号
線
交
差
点
に
信
号

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

建
設
課
長

　
国
道
、
県
道
の
除
雪
作
業

は
県
の
湖
東
建
設
管
理
部
で

対
応
し
て
い
る
。
歩
道
の
除

雪
は
経
費
面
か
ら
滋
賀
県
全

域
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
県
に
強
く
要
望
す
る
。

　
指
摘
の
歩
道
設
置
に
つ
い

て
は
、
平
成

13
年
に
整
備
さ

れ
た
時
点
か
ら
歩
道
敷
は
確

保
さ
れ
て
お
ら
ず
用
地
確
保

が
必
要
で
当
面
は
実
施
不
可

能
で
あ
る
が
、
将
来
的
に
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
信
号
の
設
置
は
、
今
後
の

交
通
量
と
歩
行
者
の
利
用
状

況
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。

体
育
施
設
の
管
理
体
制
改
善
を

職
員
の
配
置
再
検
討
す
る

ー
社
会
教
育
課
長
ー

西
澤
議
員

　
設
備
部
分
の
「
近
江
の
園

芸
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」

の
助
成
結
果
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
建
物
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
完

成
さ
れ
て
き
た
。
建
物
部
分

に
つ
い
て
は
助
成
対
象
に
な

っ
て
い
な
い
が
、
町
と
し
て

支
援
す
べ
き
で
な
い
か
。

そ
ば
乾
燥
調
製
施
設
へ
支
援
を

設
備
に
絞
っ
て
支
援
し
た

ー
農
林
商
工
課
長
ー

山
口
議
員

　
中
学
校
給
食
は
教
育
の
一

環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
給
食
実
施
は
行
政
の

責
務
で
あ
り
保
護
者
は
期
待

し
て
い
る
。

　
次
の

4
点
に
つ
い
て
聞
く
。

（1）
委
員
の
選
考
基
準
は
。

（2）
検
討
委
員
会
で
ど
の
よ
う

な
議
論
が
さ
れ
た
か
。

（3）
保
護
者
の
意
向
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

（4）
実
施
に
向
け
た
予
算
措
置

の
考
え
は
。

教
育
次
長

　
給
食
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
も
と
に
検
討
委

員
会
で
協
議
す
る
。

　
質
問

4
点
の
回
答

（1）
P
T
A
会
長
や
副
会
長
、

母
親
代
表
、
学
識
経
験
者
。

（2）
第
1
回
目
は
、
各
委
員
さ

ん
の
思
い
。
第
2
回
目
は
、

近
隣
市
町
の
実
施
状
況
を

参
考
に
意
見
交
換
。

（3）
中
学
校
の
保
護
者
や
生
徒

と
教
員
の
意
見
を
聞
く
。

（4）
方
向
性
が
決
ま
っ
た
段
階

で
予
算
要
求
を
す
る
。

給
食
検
討
委
員
会
で
の
内
容
は

近
隣
市
町
の

実
施
状
況
を
参
考
に
意
見
交
換

ー
教
育
次
長
ー

時間外の管理人の配置がなくなった
勤労者体育センター

県と町補助金で完成したそば乾燥調製施設

農
林
商
工
課
長

　
そ
ば
の
乾
燥
調
製
施
設
支

援
は
、
県
よ
り

2
7
4
万
円

の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て

町
も
同
額
を
追
加
し
、
合
わ

せ
て
5
4
8
万
円
の
補
助
を

東
び
わ
こ
農
協
へ
交
付
決
定

通
知
し
た
。

　
建
物
は

J
A
本
来
の
資
産

と
い
う
考
え
で
、
今
回
交
付

決
定
し
た
額
で
実
施
し
た
い
。
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12
月
21
日
に
杉
の
子
作
業

所
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
き

ま
し
た
。

　
杉
の
子
が
久
徳
に
誕
生
し

て
か
ら
、
毎
年
民
生
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
が
ご
馳
走
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
や
出
し
も
の
を
し

て
い
た
だ
い
て
、
も
う

21
年

に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
矢
守
敏
子
さ
ん
に

手
品
を
し
て
い
た
だ
き
、
杉

の
子
か
ら
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
、

歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
杉
本
竜
一
の
”

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｉ

Ｅ
Ｖ
Ｅ

“
を
昼
休
み

3
週
間

練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ド
ベ
ル
は
職
員
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
な
提
案
に
よ
り
仕

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
練
習
し

ま
し
た
。

　
杉
の
子
は
障
が
い
の
あ
る

方
が
主
体
な
の
で
、
職
員
の

集
合
写
真
は
今
ま
で
に

1
枚

も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
今
日
は
皆
、
心
か
ら
笑
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
笑
顔
を
忘
れ
な
い
で
、

明
日
か
ら
の
障
が
い
の
方
へ

の
支
援
を
さ
ら
に
心
を
こ
め

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

所
長
　
　
川
裕
子
記

今日も笑顔でがんばっています。
杉の子作業所の皆さん

エクササイズボールを使って
運動を楽しんでいます。

　
健
康
推
進
員
協
議
会
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
推
進
員
が

一
緒
に
、
月

2
回
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
ボ
ー
ル
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
年
令
を
問
わ
ず
多
く
の
人

が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

1

時
間
の
運
動
を
楽
し
ん
で
、

2
年
間
続
け
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
活
動
は
、
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
カ
ー
ド
を
使
っ
て

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育

成
、
大
人
の
食
育
、
親
子
料

理
教
室
、
運
動
の
普
及
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
）
を
改
善
す
る
の
も
大

切
な
活
動
で
す
。

　
昨
年
か
ら
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、

1
歳
児
の
お
誕

生
日
の
お
菓
子
作
り
を
し
て

い
ま
す
。

　
月

1
回
旬
の
材
料
や
家
庭

に
あ
る
野
菜
を
使
っ
て
安
心

安
全
な
手
作
り
お
や
つ
を
レ

シ
ピ
を
つ
け
て
届
け
て
い
ま

す
。

　
私
達
推
進
員
の
中
に
は
仕

事
を
持
っ
て
お
ら
れ
て
両
立

は
大
変
で
す
が
、
無
理
を
せ

ず
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

会
長
　
山
口
綾
乃
記


